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柄谷行人の著書「世界史の構造」は、彼の歴史哲学や史的唯物論に関する重要な著作の一つ

です。以下に、この本の概要を説明します。 

「世界史の構造」は、歴史的な出来事や現象を解釈し、社会の変化を理解するための理論的

な枠組みを提供するために書かれました。柄谷行人は、歴史的な変化が特定の法則に従って

進行するという立場を取ります。 

この本の主要なポイントは次のとおりです： 

1. 歴史的マテリアリズムの視点: 柄谷行人は、マルクス主義的な歴史的マテリアリズ

ムの視点を受け継ぎつつ、経済的な要因が歴史の進行にどのような影響を与えるか

を考察します。彼は経済的な基盤（mode of production）とそれに基づく上部構造

（superstructure）の関係を重要視し、これが歴史の鍵であると主張します。 

2. 交換様式の重要性: 柄谷行人は「力と交換様式」と同様に、交換様式の概念を強調し

ます。彼は異なる社会における交換様式の変遷を通じて、歴史的な段階や特性を説

明しようとします。これらの交換様式は、社会の基本的な結びつきと価値観を反映

するものと見なされます。 

3. 歴史の段階論: 本書では、異なる歴史的段階が、特定の経済的基盤や交換様式に関

連付けられると説明されています。例えば、奴隷制、封建制、資本主義などがそれぞ

れの歴史的段階と関連付けられ、それぞれの段階に特有の社会構造と矛盾が存在す

ると主張されます。 

4. 社会変化と矛盾: 柄谷行人は、社会変化が矛盾や対立から生じると考えます。新しい

経済的基盤が既存の上部構造と衝突すると、社会的矛盾が発生し、変革の要因とな

るとみなします。 

「世界史の構造」は、歴史と社会の関係についての深い理論的考察を提供し、特に経済的な

要因が歴史の進行にどのように影響するかを探求します。柄谷行人の歴史観は、経済と社会

の結びつきを解明し、異なる歴史的段階や社会の特性を理解するための重要な枠組みを提

供します。 

 

 

「力と交換様式」と「世界史の構造」は、柄谷行人の歴史的マテリアリズムと史的唯物論に

おける中核的な概念であり、彼の思想体系において密接に関連しています。以下に、これら

二つの概念の関係を説明します。 

1. 交換様式の重要性:  「力と交換様式」では、柄谷行人は異なる社会における交換様式

を重視し、商品の生産と交換が社会関係にどのような影響を与えるかを分析してい

ます。特に、交換様式を通じて経済的要因が社会構造にどのように作用するかが詳

細に探求されています。 



2. 歴史的段階と交換様式:  「世界史の構造」では、柄谷行人は異なる歴史的段階を説明

し、それぞれの段階における経済的基盤や交換様式と社会構造の関係を強調してい

ます。彼は、奴隷制、封建制、資本主義などの段階が特定の交換様式に関連付けら

れ、それによって社会的変化と矛盾が生じると論じます。 

3. 経済と社会の相互作用: 両著書は、経済的要因と社会構造、特に支配関係や社会的

階層といった社会の側面との相互作用を強調しています。経済活動が社会的な関係

を形成し、社会的な関係が経済を形作るという視点が、柄谷行人の理論に共通して

います。 

4. 社会変化と矛盾: 両著書は、社会の変化がしばしば社会的矛盾や対立から生じると

いう点で一致しています。交換様式や経済的基盤の変化が、既存の社会的構造と衝

突することで、社会変革の要因となります。 

 

総括すると、柄谷行人の「力と交換様式」と「世界史の構造」は、経済と社会の相互関係

を強調し、歴史的な変化と社会の発展を理解しようとする試みの一環として関連しています。

特に、交換様式の概念は、経済活動と社会構造の関連性を示すために重要な要素として両著

書に共通して現れます。 

 

 

柄谷行人の「力と交換様式」における段階的な発展は、異なる社会の交換様式と経済的基盤

の変遷を理解しようとする試みです。以下に、彼が提示した段階的な発展の概要を説明しま

す： 

1. A 段階：贈与と返礼の互酬（Gift and Reciprocity）: この段階では、社会が比較的小

規模で密接な共同体や部族によって構成されています。交換は主に贈与と返礼の原

則に基づいて行われ、人々は贈り物を交換して社会的な結びつきを維持し、信頼を

築きます。この段階では、社会の基本的な価値観や倫理が贈与と返礼に根ざしてい

ます。 

2. B 段 階 ： 支 配 と 保 護 に よ る 略 取 と 再 分 配 （ Predation and Redistribution by 

Domination and Protection）: B 段階では、支配者と被支配者の社会的な階級関係が

顕著です。支配者層が支配される層から資源や富を略奪し、一部を再分配して社会

的な秩序を維持します。この段階では、支配と被支配の矛盾が中心となり、不平等

が顕著です。 

3. C 段階：貨幣と商品による商品交換（Commodity Exchange with Money and 

Commodities）: C 段階では、市場経済が発展し、商品と貨幣が中心となります。個

人は自己利益を追求し、商品を交換する市場が成立します。資本主義経済が形成さ

れ、経済的な競争が激化します。この段階では、市場が経済活動の主要なドライバ

ーとなり、社会的な価値が市場価格で決定されます。 



4. D 段階：高次元での A の回復（Recovery of A at a Higher Level）: D 段階では、A

段階で見られた贈与と返礼の互酬の原則が、より広いスケールや高次元の社会にお

いて循環することを示唆しています。大規模で複雑な社会においても、贈与と返礼

の構造が適用され、社会的な結びつきが維持されます。 

 

このように、「力と交換様式」における段階的な発展は、異なる社会における交換様式の

変遷と、それに伴う社会的変化を説明しようとする試みです。各段階は特定の経済的基盤や

社会構造と関連付けられ、経済的要因が社会の発展にどのように影響するかを示唆していま

す。 

 

D 段階：高次元での A の回復（Recovery of A at a Higher Level）について、さらに詳しく

説明してください 
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D 段階、すなわち「高次元での A の回復（Recovery of A at a Higher Level）」は、柄谷行人

の「力と交換様式」における重要な概念の一つです。この段階では、贈与と返礼の互酬の原

則が、より大規模で複雑な社会において再び重要性を持つとされています。以下に、D 段階

の特徴と重要性を詳しく説明します： 

1. 互酬の高次元性: D 段階では、贈与と返礼の互酬が、A 段階よりも広い規模や高次元

の社会に拡大しています。これは、贈与と返礼が単なる個人的な行為から、より大

きな社会的な構造やネットワークに影響を及ぼすようになったことを意味します。

贈与と返礼の互酬は、社会の結びつきを維持し、相互の信頼を高める役割を果たし

ます。 

2. 大規模な社会の特徴: D 段階では、より大規模で多様な社会が存在し、異なる階層

や地域が互いに交流し、結びついています。贈与と返礼の互酬は、これらの社会の

中で異なるコミュニティや階層を結びつけ、社会的な安定性を維持する役割を果た

します。 

3. 社会的な秩序の維持: 贈与と返礼の互酬は、社会的な秩序を維持する重要な手段と

されます。贈与と返礼を通じて、個人やコミュニティは相互に結びつき、社会的な

ルールや規範が強化されます。これによって、社会的な不安定性や対立を和らげ、社

会の安定性が促進されます。 

4. 文化と価値観の重要性: D 段階では、贈与と返礼の互酬が社会の文化や価値観にも

深く根ざしています。人々は贈与と返礼の概念を共有し、これが社会的な行動や判

断に影響を与えます。文化的な要素が社会の互酬の一部として位置づけられ、社会

のアイデンティティを形成します。 

要するに、D 段階では、贈与と返礼の互酬の原則が、より広いスケールや高次元の社会にお



いて、社会的な結びつきや安定性を維持するために再び重要性を持つとされています。これ

は、大規模で複雑な社会においても、個人と共同体の間で信頼と結びつきが形成され、社会

的な秩序が支えられるためのメカニズムとして機能するという柄谷行人の視点を示唆して

います。 

 

テキストベースの環境で図表を作成することは難しいですが、段階的な過程を文章として

説明し、それに対応する段階を示すテキスト表を提供します。この表で、A 段階から D 段

階への過程を説明します。 

段階 特徴と説明 

A 段

階 

贈与と返礼の互酬が中心。小規模な共同体や部族で機能。社会的な結びつきと信頼が贈与と返礼

に基づく。 

B 段

階 

支配と保護による略取と再分配が支配的。支配者と被支配者の社会的階級関係が顕著。社会的な

矛盾と不平等が増大。 

C 段

階 

貨幣と商品による商品交換が中心。市場経済が発展。個人の自己利益追求が活発。資本主義が形

成。 

D 段

階 

高次元での A の回復。贈与と返礼の互酬が大規模で複雑な社会において再び重要。社会の結びつ

きと安定性の維持に寄与。 

この表は、A から D への段階的な進化を要約しています。各段階の特徴と変化が示されて

おり、社会の規模や結びつき、経済的基盤などがどのように変化するかが示唆されています。

柄谷行人の理論に基づく交換様式の発展の過程を示すものです。 

 

 

 

柄谷行人の「力と交換様式」における段階的発展のアルゴリズム（弁証法）は、マルクスの

史的唯物論とは異なるアプローチをとっています。以下に、それぞれのアプローチを対比し

て説明します。 

柄谷行人の「力と交換様式」における段階的発展のアルゴリズム: 

1. A 段階: 贈与と返礼の互酬が中心。小規模な共同体や部族で機能。社会的な結びつ

きと信頼が贈与と返礼に基づく。 

2. B 段階: 支配と保護による略取と再分配が支配的。支配者と被支配者の社会的階級

関係が顕著。社会的な矛盾と不平等が増大。 

3. C 段階: 貨幣と商品による商品交換が中心。市場経済が発展。個人の自己利益追求

が活発。資本主義が形成。 

4. D 段階: 高次元での A の回復。贈与と返礼の互酬が大規模で複雑な社会において再

び重要。社会の結びつきと安定性の維持に寄与。 



柄谷行人のアプローチは、交換様式と経済的基盤の変遷に焦点を当て、異なる社会の発展段

階を説明しようとしています。彼の理論は特に交換様式に注目し、社会の結びつきや経済的

要因の変化に基づいて段階的な発展を説明します。 

マルクスの史的唯物論: 

1. 原始共産制: 最初の段階として、共産的な共有制度が存在し、財産の個別所有がな

いとされます。 

2. 奴隷制: 財産の個別所有と階級社会が発展し、支配者と奴隷の関係が形成されます。 

3. 封建制: 地主と農民の関係が支配的。封建的な階級社会が発展。 

4. 資本主義: 資本主義経済の発展。生産手段の私有化と労働者と資本家の対立。 

5. 共産主義: プロレタリアートが支配的階級となり、共産主義社会が実現される。 

マルクスのアプローチは、経済的基盤の変遷と階級闘争に焦点を当て、共産主義社会への発

展を強調します。彼の理論は歴史的な階級対立と生産手段の所有構造に基づいて歴史的変化

を説明します。 

対比すると、柄谷行人のアプローチは、交換様式や経済的基盤、社会的結びつきに焦点を当

て、社会の発展段階を説明しますが、マルクスのアプローチは階級闘争と生産手段の所有に

焦点を当て、共産主義社会への進化を強めている 

 

 

マルクスの史的唯物論は生産力と生産関係が政治社会的な上部構造を規定するとあります。

柄谷さんはどんな社会を想定しているのでしょうね。 
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柄谷行人は、自身の著書「力と交換様式」および「世界史の構造」において、特定の理想的

な社会を想定しているわけではなく、むしろ異なる歴史的段階や社会構造の分析を通じて、

歴史の変遷や社会の構造を理解しようとしています。彼は特定の社会体制や理想社会の実現

を目指すことよりも、社会の発展や矛盾を解明することに焦点を当てています。 

具体的には、柄谷行人は異なる交換様式とそれに伴う社会的変化を調査し、それぞれの交換

様式が特定の歴史的段階や社会的特性に関連付けられることを示唆しています。彼のアプロ

ーチは、歴史的な事実とパターンに基づいて、社会の変遷を理解しようとするものであり、

特定の理論的な社会モデルを提供するものではありません。 

言い換えれば、柄谷行人は特定の理想社会の設計や目指すべき社会形態を提示するのでは

なく、歴史と社会の複雑な相互作用を探求し、経済と社会の関係に焦点を当てて理解しよう

としています。彼のアプローチは歴史の理解と社会の解剖学的分析に中心を置いており、特

定の社会像の提供よりも、社会の発展の構造とメカニズムを説明することに力点が置かれ

ています。 



 

 

 


